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所  属 ： 元地域おこし協力隊  

氏  名 ： 市川優さん 

取得期間： 産後休業後から 2 か月間 
 
 
 
（取得したいと思ったきっかけ） 

 協力隊になろうと思った理由の一つが、「子育ての時間を大切にしたい」という思いがあったから

でした。今回は第二子の誕生に合わせた育児休業取得でしたが、上の子との時間をつくることや、

家族を支えることも取得を決めた理由でした。 

   

（配偶者の反応） 

 家事や上の子の保育園への送り迎えなどをしてもらえたことが、とても助かったと言ってくれま

した。 

 

（上司・同僚の反応） 

 会社へ最初に相談した際には、制度について丁寧に教えていただき、とても助かりました。育休

取得に対してマイナスな印象は全くありませんでした。また、地域の方々に育休取得を考えてい

ることを伝えた際にも、「いいんじゃない」と温かく受け入れていただきました。 

 

（取得にあたって準備したこと（仕事面）） 

 育休に入ることを見据えて、新たに仕事を広げすぎないよう意識しました。 

また、普段行っている活動についても、育休中に地域や周囲に大きな影響が出ないよう、自分の

中で整理しながら準備を進めました。 

 

（取得にあたって準備したこと（家庭・子育て面）） 

 家庭面では、妻が育児や生活面で必要なことを調べてくれ、紙にまとめて共有してくれました。 

事前に準備することで、安心して育児休業に入ることができました。 

 

（育児休業中どう過ごしたか） 

 食事の準備は妻にお願いしていましたが、それ以外の家事や第一子の世話は主に担当しました。 

妻の母にもサポートしてもらいながら、家族で協力して過ごしました。 

 

（復帰後の働き方と育児について） 

 地域の方全員に育休取得をお伝えしていたわけではなかったため、復帰時は自然な形で仕事に戻

りました。 

十日町市の地域おこし協力隊はフレックス勤務ができるため、朝は子どもの保育園への送りや家

事を行い、有給休暇も活用しながら、家庭とのバランスを見て徐々に仕事のペースを戻していき

ました。 

 

（これから育児休業を取得する男性職員へのメッセージ） 

 育休取得に限らず、日頃から奥さんとコミュニケーションをしっかり取っておくことが大切です。 

また、地域の方や世話人さんなど、関わる方々にも事前に相談や調整をしておくことで、安心し

て育児休業に入ることができると思います。 

育児休業の取得事例 



 

 

【会社代表からのメッセージ】 

 

お父さんの育休取得としては、3 例目。仕事は大切ですが、家族の健康や充実した生活が一

番大切です。父として、しっかと子育てに関わることで子育てを一番最初から自分事とし、

色々な大変さをはじめのうちに理解することが、その後の家庭と仕事（会社）の双方にプラ

スになると確信しています。今後もお父さんたちにはできる限り育休をとっていただきたい

と思います。 

小山友誉 

 

 

  


